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　筆者が所属する田園調布学園大学（川崎市麻生区）では、5 才から 15 才までの子どもたち
が“遊びを通して働く”体験をしながら子どもたちだけの仮想の“まちづくり”をする「ミニた
まゆり」という取り組みを行っている。今年度で 7 回目を迎え毎年 2 日間で延べ 2,000 人以上
の地域の子どもたち・地域住民・学生・教職員が参加をしている。本取り組みには人間福祉





































































して、2005 年 11 月に学園祭のイベントとして 2日間開催したのが始まりである。酒井

































開催期間 平成 23年 2月 12 日（土）・13日（日）









































































































































































































































































　全 5回の子ども会議の総参加人数はのべ 345 名となり、実際の参加人数 174 名の内、









第 1回 第 2回 第 3回 第 4回 第 5回 総合計 実人数 本番参加者






2 月 11 日（土） 2月 12日（日）
10:00 ～ 開会式・テープカット 10:00 ～ 川崎市長との対談
12:00 ～ 市議会 12:00 ～ 市議会
14:00 ～ 模擬裁判 14:00 ～ テレビのインタビュー































































































































































他の学科・専攻の人と仲良く なれた 7 39％
教職員との交流が深まった 6 33％











































































　 　「一押し地域貢献プロジェクト」にて、ミニたまゆりの活動が調査大学 333 校の中
から上位 6校に選ばれる。
・第 5回大学人サミット　『大学自慢コンテスト』





　平成 23年 11 月 12 日（土）～ 11月 13 日（土）に国立大学法人長崎大学文教キャン
パスで「第 5回大学人サミットながさきカレッジ」が開催された。これまでに第 1回山
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